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キル ナ 聾 撥 ス ペ ク トル の SFI聡 に よる解析と

1廴AS か ら得た大 気微量成分の 高度分布の 比較 2
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t．は じめ に

　SFIT2 は、地上 FTIR 観測で得られる、大気

による太陽光の 吸収ス ペ ク トルから 、 大気微量

成分の 体積混盒比 （VMR ：Volume　Mixing　Ratio）
の高度分布を導出するために 、 NASA ラ ングレ
ー研 究所 とニ ュ

ージー
ラン ド水文天 気研究所

によ っ て 共同開発されたアル ゴ 1丿ズム である 。

現在、SFIT2 によ っ て 導出された VMR の高度

分布と他の 相関デ
ー

タと比較に よ る精度 の 検

証は 、 まだ十分に は行われて いな い。

　2002 年 i2 月に打ち 上げられ た 、 環境観測技

術衛星 （ADEOS − ll：Advanced　Earth　ObseMng
Satellite−li）に搭載されたセン サ ILAS −II（改良

型大気周縁赤外分光計 ほ型） は、極域で の 03 、

HNO3 、　 NQ2、　 N20 、
　CH4 、

　 H20 等 、 オゾン層破

壊関連成 分の モ ニ タ リン グを行 う予 定の セ ン

サで ある 。 SFIT2 に よる FTIR スペ ク トルの解

析によ っ て 得られる大気微量成分の VMR の 高

度分布の 精度が確立されれば 、 これを検証デ
ー

タとして 、
1LAS −IIによる観測で得られるデータ

の 精度を検証する こ とも可能になる 。

　SFIT2 による大気微量成分の VMR の 高度 分

布導出の 精 度 を確 かめるた めに 、 本研究で は、

ス ウ ェ
ーデ ン ・キル ナで の地 上 FTIR 観測に よ

る太陽光吸収スペ ク トル を 、 SFIT2 の最新バ ー

ジ ョ ンであるバ ージョ ン 3．8 を用 いて解析し 、

それ によ っ て得られ た大 気微量成分の VMR の

高度分布と 、 既に精度の確立された衛星データ

（ILAS）を比較した。

2．デー
タ と比較解析

☆ デ ータ

　ILAS データと して は 、 1996　ff．　M 月〜 199ア

年 7 月の 観測で 得られたデ
ー

タの うち 、 バ ージ

ョ ン 5．24a データ処理 アル ゴ リズム によ っ て 解

析された大 気微量成分の VMR の 高度分布を用

い 、
FTIR デ

ー
タ として は 、 ス ェ

ー
デン e キル

ナ （6784N ，20．41E ）で 地上観測を行 っ て い る 、

Bruker　 120−HR の FTIR に よ る ス ペ ク トル デ
ー

タ を用い た。FTIR デ ータ の 解析 には 、　 SF｝T2
バ ージ ョ ン 3、8 を使馬 した。

　lLAS によ る VMR 高度分布の 高度分解能が

2km であるの に対 して、　 FTiR ス ペ ク トルか ら

SFI↑2 を用いて僊られる VMR 高度分布の 高度

分解能は 5〜10km 程度である。この 高度分解能
の 違う両者のプロフ ァ イル を比較するため に、
ILAS データ を SFIT2の アベ レ

ー
ジングカ ーネ

ルを用いて平滑化する。本講演で は、そ うして

平滑化 した ILASに よる大 気微量成分の VMR ブ
ロ フ ァ イル を用 い て 、

FTIR ス ペ ク トル か ら

SFIT2 によ っ て得 られた VMR の高度分 布の 精

度の 検証を行う 。
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図 1． HNO3 の VMR 高度分布 につ い て の FTjR
と ILAS の 結果 の 比較
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